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１ 研 究 の 目 的

(1) 直感的なコンピュータ操作を体験するための多岐選択型学習用アプリケーションを開

発することにより、高度なプログラミング技術を習得することはもとより、要件定義か

ら運用、保守に至るまでの、技術者としての一連のシステム開発を経験することができ

る。

(2) 高齢化社会の到来を見据え、手の動きを取り込んで入力できるセンサや追随型のヘッ

ドマウントディスプレイを活用したVR環境など、人間がコンピュータやそのインターフ

ェイスの操作に特別な修得を必要としない直感的なデバイス群を活用することにより、

直感的にコンピュータを扱うことができるための基礎研究を行う。

(3) 誰もが直感的に操作できるシステム開発を目標としていることから、現状ではコンピ

ュータの操作が難しい高齢者や幼児などにとっても、有効なシステムであることを検証

する。

２ 研 究 の 概 要

(1) 先進的な実践研究

ア 手の動きを取り込んで入力できるモーションセンサ（Leap Motion リープ・モーシ

ョン）の特性に関する研究を行う。

イ 出力装置としてヘッドマウントディスプレイ（Oculus Rift オキュラス・リフト）

の特性に関する研究を行う。

ウ 上記の入出力デバイスの組合せによる制御方法を研究し、誰もが直感的に操作でき

る多岐選択型学習用アプリケーションを開発する。

エ 開発したアプリケーション等について、モニターからアンケートによる評価を受け

ることにより、改善を図る。

(2) 職業能力に関する調査

○ 研究指定校が共通で取り組むアンケート調査に加えて、本校の独自項目として、在

学中に取得した資格が、就職先でどの程度活用されているのかを調査し、結果の分析

を通して、今後、重点的に取り組むべき資格の検討を行う。

＜共通項目＞

ア 自校の生徒が学んだ専門的な知識・技能と実社会の関連性を検証する。

イ 社会的・職業的自立に必要な基礎的・汎用的能力の育成に向けた教育内容の課題等

を分析する。

３ 研 究 の 内 容 と 評 価

【評価欄 A：よくできた B：できた C：あまりできなかった D：できなかった】 評 価

実践的な研究開発 A B C D

４月 Leap Motionについて調査・研究 ○

５月 開発環境の構築 Visual Studio C++での開発を検討 ○

６月 Leap Motionを使用したアプリケーションの開発 ○

・開発環境にUnity、言語をC#として開発

９月 学校祭の情報技術科の科展示にて体験コーナーを設置 ○

直感的なコンピュータ操作環境の構築
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第 10月 プロジェクトの指定を受けて、２年後の完成を見据えたアプリ ○

ケーションを開発

11月 北海道情報専門学校見学 ○

・卒業制作で作成されたアプリケーションの見学

・JavaScriptを使用した開発の基礎について学ぶ

12月 公立はこだて未来大学見学 ○

・プロジェクト学習発表会を見学

一 ・Leap Motionを使用したプロジェクト見学

・Unityの使い方、学習方法を習得

１月 北海道情報専門学校との連携 ○

・今年度の成果として制作した「函館検定アプリケーション」

について助言・指導を受ける

２月 成果発表会 ○

３月 次年度への引き継ぎ

年 関係機関との連携 A B C D

○ 公立はこだて未来大学との連携

10月 本プロジェクトの技術支援と運営指導委員会への協力依頼 ○

12月 はこだて未来大学プロジェクト学習発表会見学 ○

・入力デバイスの技術支援

２月 成果発表会 ○

・成果発表会での指導と助言

次 ・運営指導委員会での指導と助言

○ 北海道情報専門学校との連携

10月 本プロジェクトの技術支援と運営指導委員会への協力依頼 ○

11月 北海道情報専門学校を訪問 ○

・卒業制作の成果物を見学

・入力デバイスの技術支援

・出力デバイス「ヘッドマウントディスプレイ」の見学と体験

１月 本校での指導 ○

・「函館検定アプリケーション」についての指導と助言

２月 成果発表会 ○

・成果発表会での指導と助言

・運営指導委員会での指導と助言

関係機関との連携強化 A B C D

○ 公立はこだて未来大学との連携

７月 第１回運営指導委員会にて助言と指導 ○

第 11月 HAKODATEアカデミックリンク2016で意見交換 ○

12月 はこだて未来大学プロジェクト学習発表会見学 ○

２月 第２回運営指導委員会にて助言と指導 ○

二 ○ 北海道情報専門学校との連携

７月 第１回運営指導委員会にて助言と指導

８月 第１回直接指導（会場：北海道情報専門学校） ○

年 ・アプリケーションに対する助言

・モデリングソフトMAYAの基礎知識と基本操作

11月 第２回直接指導（会場：北海道情報専門学校） ○

次 ・モデリングソフトMAYAの実践

・アプリケーションに対する助言と実践的プログラミング

１月 第３回直接指導（会場：北海道函館工業高等学校） ○

・完成したアプリケーションへの助言

・プレゼンテーションへの助言と指導

２月 第２回運営指導委員会にて助言と指導 ○
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４ 成 果 と 課 題

(1) 先進的な実践研究

○ Leap MotionとOculus Riftを組み合わせたアプリケーションを制作することができ

た。

○ VR空間での移動・あたり判定、オブジェクトの移動など高度なプログラミング技術

を習得することができた。

○ ３Ｄモデリング技術を習得することができた。

○ プレゼンテーション能力の向上を図ることができた。

○ 課題を解決するために、協力する体制作り（班編制や役割分担）を工夫し、課題に

対してどう取り組むかを実践的に学ぶことができた。

○ 北海道情報専門学校との連携ができた。同じ分野の研究をしているため直接的に技

術支援を受けることができ、生徒の知識や技術を大きく成長させることができた。

○ HAKODATEアカデミックリンク2016への参加で、公立はこだて未来大学との連携をよ

り深めることができた。

● VR空間の構築（モデリング）に時間をかけすぎたため、Leap Motionによる操作の

研究が進まなかった。

● グループ分けすることで役割分担は明確になったが、知識の共有ができずに、身に

付いた技術に差が出てしまった。

※アンケート調査による成果と課題

○ HAKODATEアカデミックリンク2016でのアンケートでは、アプリケーションの操作に

ついて、”大変良い”が80％、”良い”が20％という結果で、現段階での評価としては

目標を達成できている。しかし、アプリケーションの内容としては、VR空間を利用し

た過去の函館の町並みが見たいなどの要望もあった。

● 現時点でのアプリケーションでの操作は、ボタンに触れるかどうかの判定だけなの

で、高評価の結果となっている。今後、操作を複雑化（物をつかむ、手の動きの多様

化）を進めていくと評価は変わってくることが考えられる。次年度、Leap Motionの研

究を進めていく上では、常に考慮すべき点の一つである。

(2) 職業能力に関する調査

○ Ｑ12の「高校時代に経験した取組のうち、卒業後の生活で役に立っているもの」で

は、「専門的な資格の取得」「実験・実習などの体験的な学習」「企業等におけるイン

ターンシップ」を合わせると約80％となっていることから、実践的または体験的な学

習が卒業生にとって有益であったと考えられる。

● Ｑ11の「企業が従業員に求める資質や能力」では、「意欲を持って取り組む態度」

が約４分の１を占めているにもかかわらず、Ｑ8の「仕事で役立つ資質や能力のうち、

高校時代に身に付けることができたと思うもの」では、８％と低い割合となっている

ことから、目標を明確にして意欲を持って取り組むことの大切さを伝え、実践させる

ことが必要であると考える。

５ 課 題 解 決 の 方 策

(1) 今後も本研究による協力教育機関との結び付きを強め、技術支援に関わる連携を継続

する。

(2) 最終年度として、成果物の完成はもとより、今後どのように本事業での成果を生かし

ていくかも検討しながら、地域のニーズに応えるためにも、地域の行政機関などとの連

携を視野に入れて取り組む。

６ 運営指導委員会の開催内容
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(1) 第１回運営指導委員会（平成28年７月22日）

・平成27年度の事業報告

・平成28年度の事業計画と進捗状況について

指導と助言

３つの班体制で行うことでの役割分担の明確化や、お互いに評価を行うピアレビュ

ーなどの有効性について助言いただいた。

(2) 第２回運営指導委員会（平成29年２月21日）

・平成28年度の成果発表（生徒による発表）

・平成28年度の事業報告

・平成29年度の見通しについて

指導と助言

このプロジェクトを通して、生徒に何が身に付いたのかを生徒自身が自覚できるよ

うな取り組み方法や声がけの工夫について助言をいただいた。

モーションセンサの活用について、その特性をより生かせるような使い方が必要で

あることについて助言いただいた。

７ 研 究 イ メ ー ジ 図
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８ 参 考 資 料

(1) 北海道情報専門学校との連携の様子

○ 平成28年8月22日(月)・11月21日(月)

北海道情報専門学校を訪問し、授業の見学や、アプリケ

ーションに対する助言、また制作におけるツールなどの紹

介を受けた。訪問による直接指導は、2回実施し、それぞれ

大きな成果を上げた。

○ 平成29年1月13日(金)

今年度第3回目となる直接指

導は、本校を会場に実施した。

間近に迫る第35回北海道高等

学校工業クラブ大会でのプレ

ゼンテーションに対する助言

・指導をいただいた。

(2) HAKODATEアカデミックリンク2016の様子

○ 平成28年11月12日(土)

函館市青年センターで、近隣の大学・高専・

専門高校の研究チームが集まり、各ブースで研

究成果を発表する催しがあり、本プロジェクト

チームも参加させていただいた。

(3) 平成28年度成果発表会の新聞記事と当日の様子

・「函館新聞」（掲載日：平成29年2月24日）

体験する来場者の様子


